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されているが，その大多数が大脳核を縦に結ぶ上下の関係を研究したもので ， t-::.右の両半球にある 1
対の大脳肢の聞にいかなる機能的関係があるかは全く知られていなし可。本研究は，定{fT脳手術の際 lこ




は外径l/3mm 極間距離l/2mm 屯極抵抗約 50kQ の鉄製同心電極を用い，定{\'(淡白によって皮質下
核内に刺入した。実験後，電極先端の位置は persian blue 反応点を指標として組織学的に確認し
た。刺激は通'/;\'0.5msec. ， 2-8V の矩形波電流でおこない。誘発電位は osci1loscope から撮影記録し
た。視床;UH亥の破壊は 2MC 高周波電流でおこない，破壊]誌の範囲は述続切片f:;ll /i叶とよって確認し
7こ。
まず 1 {flIJ のレンズ核を刺激して反対側レンズ核を中心とする各前額面で 1 mm 間隔に電極を移動
させ活発電位の map を作成した。乙の map を立体的に綜合すると著明な誘発電位が集約する部位
は被殺では17側部，淡蒼球では吻側部に限局する乙とがわかった。淡蒼球の内側部を刺激すると反対側
の内包からも反応が得られたが，内包への電流府走を避けるために刺激の大部分は淡蒼球の最外側部











体外郎諸核の他に VL， V A, MD, CM, Pf, NCM, CL, Pc, RE, (Jasper の命名による)などの祝床
核，視床下部などから反応が記録せられた。つづいて 2 本の電極を左右対称的に移動させて，視床内
の左右同名核からの反応を同時記録した。その結果，左右の同名核から類似した反応が得られる部位
は CM， CL, NCM, Pc, RE, V A などの視床の非特殊投射系に属する諸核に一致する乙とがわかっ






















ものである口すなわち， 1 側のレンズ核刺激 lとより他側同名核の誘発電位の記録に成功し， つづい
て，乙の反応を指標として，種々の断位での前額面切哉，正中線上での縦切哉前，後および脳底部の
諸交連の選択的切断，祝床諸核内の限局性破壊などをおこない，とれらが誘発電位に与える影響，ま
たレンズ核刺激に対する視床諸核の電位の変化，逆に祝床諸核刺激に対する両側のレンズ核電位の変
化，さらに， r~IJ脳網様体の異状興奮がレンズ核誘発電位に勺・える影響などを観察した結果，レンズ核
刺激によって反対側レンズ核に反応を誘発する興奮は，レンズ核から視床に伝わり，祝床非特殊投射
系を介して他側に伝わり，正中線ではもっぱら視床中間質を通過し反対側のレンズ核に達することを
証明したものである。
本研究の結果は，神経系の運動支配を論ずる際に，上位中枢から筋肉にいたる上下の関係のみで論
ずるべきではなく，左右の大脳核問の相互関係をも，常に考慮に入れて論ずる必要がある乙とを示唆
するものである。
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